
池や沼等に生える多年草。茎は長く伸びて、分枝する。水中葉は4個まれに5個輪生し、羽状に深裂し、裂

片は糸状でホザキノフサモより数がやや少ない。花期は5-7月。花序は穂状で、水面より突き出て直立し、

水中葉より小さい葉の腋に花をつける。上部につく雄花の花弁は4個。狭長楕円形、先は鈍形、長さ約

3mmになり、白色。雄蕊は8個、葯は花糸と同長。下部につく雌花の萼筒はつぼ状で、４肋条がある。

山間の貧栄養なため池に生育する。しかし、田畑の耕
作放棄により、谷池の管理放棄が目立ち、山間の谷池
は荒廃しつつある。谷池の消失とともに、生育数は減少
傾向である。

－

B

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、三田市、三木市、洲本市、淡路市

■ 国内分布

北海道、本州、四国

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

アリノトウグサ科

兵庫県ランク…フサモ
環境省ランク… －Myriophyllum  verticillatum  L.


